
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３２９ 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 論理国語 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 探求「論理国語」 （桐原書店） 

副教材等 

プレミアムカラー国語便覧（数研出版） 

プログレス現代文総演習（いいずな書店） 

新常用漢字必携パーフェクトクリア改訂版（尚文出版） 

近代小説四選（桐原書店） 他、適宜資料を配布する 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

本授業では、現代の文章読み課題や考え方をより学ぶこと、また自身の思いを伝えるための表現

方法について学びます。一年次に身につけた様々な文章を「読む能力」をさらに高めると同時に、

意思を伝えるための「書く能力」「話す・聞く能力」の向上に強い意識を持ちます。 

 授業で行う課題以外にも家庭で取組む課題、協働で作り上げる課題など様々な課題に取り組んで

もらいます。それらの課題とともに、定期考査や日々の学習記録などを総合的に判断して評価しま

す。また「論理国語」と「近代小説四選」を組み合わせ深い学びを目指す。 

 高校生活の中での知識を更に高め、自身の考えを発信できる学びにしてもらいます。 

 

 

２ 学習の到達目標 

言葉による見方・考え方をより働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現す

る資質・能力を次のとおり育成することをめざす。 

１、実社会に必要な国語の知識や技能を身につけるようにする。 

２、論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で

伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

３、言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ、自身を成長させ、

狭山高校生として日本の言語や文化の担い手としての自覚を持つと同時に言葉を通した社会や人々

との関わりを慈しむ態度を養う。 

４、文章を通じて作り手の感性に触れ、自身の考え方と向き合う時間を作ることで、様々な考え方

を取捨選択できる力を身につける。 
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３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 

ｃ 主体的に学習に取り組む態

度 

観

点

の

趣

旨 

実社会に必要な国語の知識

や技能を身に付けているか。

特に、表現するための必要な

語句や語彙、その特色や用法

などを理解しているか。ま

た、常用漢字の読みに慣れ、

主な常用漢字を文章で使うこ

とができるか。 

「話すこと・聞くこと」、「書くこ

と」、「読むこと」の各領域におい

て、論理的に考える力や深く共感し

たり豊かに想像したりする力を伸ば

し、他者との関わりの中で伝え合う

力を高め、自分の思いや考えを広げ

たり深めたりしているか。特に、文

章の主旨をとらえ、自身の言葉で意

見を構築し表現できるか。 

言葉を通して積極的に他者や

社会に関わったり、ものの見

方、感じ方、考え方を深めたり

しながら、言葉がもつ価値への

認識を深めようとしているとと

もに、読書に親しむことで自己

を向上させ、我が国の言語文化

の担い手としての自覚をもとう

としているか。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

４ 学習の活動 

学

期 
単元の学習内容 単元の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１

学   

期 

作品主題に対する思考 
ａ： 

・常用漢字を文や文章の中で活用する。 

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 

・例示などの修辞を理解する。 

・主張と論拠、個別と一般化、推論など、

情報と情報との関係を理解する。 

・読書の意義と効用を理解する。 

ｂ[読]： 

・筆者のヒトの「認知的共感」がもたらす

意義について、文章構成をもとに把握

し、自分に照らして考えを深める。 

・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、

要旨を把握する。 

・文章に含まれている情報を相互に関係づ

けながら、内容を解釈する。 

・ものの見方や捉え方について述べた文章

を読み、自分の意見や考えを論述する。 

定期考査 

小テスト 

学習プリン

ト 

定期考査 

学習プリン

ト 

発問評価 

振返りシー

ト 

パフォーマンス課題 

学習プリン

ト 

授業態度 

［教材］ 

チンパンジーは「おせっか

い」をしない 

長谷川眞理子（生物・他

者） 
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ｃ： 

・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉

え、学習課題に沿ってまとめようとして

いる。 

・個別の情報をどのように一般化している

かを進んで捉え、学習課題に沿って説明

しようとしている。 

・筆者の提言に対する考えを積極的に考

え、表現の仕方を工夫して書こうとして

いる。 

 

作品主題に対する思考 

ａ： 

・常用漢字を文や文章の中で活用する。 

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 

・文章の効果的な接続のしかたを理解す

る。 

・主張と論拠、個別と一般化、推論など、

情報と情報との関係を理解する。 

・読書の意義と効用を理解する。 

ｂ[読]： 

・生命は誰のものかという問題について論

じる叙述の方法を把握する。 

・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、

要旨を把握する。 

・文章に含まれている情報を相互に関係づ

けながら、内容を解釈する。 

・自分の考えや事柄が的確に伝わるよう

に、根拠の示し方や説明のしかたを工夫

する。 

・東西の文化を比較して述べた文章を読

み、自分の意見や考えを論述する。 

・調べたことを整理して、説明資料にまと

める。 

ｃ： 

・情報と情報を対比させながら展開する評

論を粘り強く読み、学習課題に沿って論

理の展開を分析しようとしている。 

・個別の情報を一般化する筆者の論理につ

いて自分の考えをもち、表現を工夫して

まとめようとしている。 

定期考査 

小テスト 

学習プリン

ト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期考査 

学習プリン

ト 

発問評価 

振返りシー

ト 

パフォーマンス課題 

学習プリン

ト 

授業態度 

［教材］ 

いのちは誰のものか 

鷲田清一（生命・所有） 
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作品主題に対する思考   

 

［教材］ 

気持ちよさという罪 

村田紗耶香 

 

 

 

ａ： 

・常用漢字を文や文章の中で活用する。 

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 

・文章の効果的な接続のしかたを理解す

る。 

・読書の意義と効用を理解する。 

ｂ[読]： 

・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、

要旨を把握する。 

・自分の考えや事柄が的確に伝わるよう

に、根拠の示し方や説明のしかたを工夫

する。 

・筆者のものの見方や感じ方を理解すると

ともに、自己を見つめ、自己の生き方を模

索するきっかけを得る。また、他者との関

わり合い方を考える。 

 

ｃ： 

・筆者の考え方を通じて自分自身の理解を

深めようとしている。 

 

定期考査 

小テスト 

学習プリン

ト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期考査 

学習プリン

ト 

発問評価 

振返りシー

ト 

パフォーマンス課題 

学習プリン

ト 

授業態度 

表現力を身に付ける ａ： 

・接続表現の働きを理解する。 

ｂ[話/聞]： 

・相手・目的・場面に応じた言葉遣いを理

解する。 

・相手により伝わりやすい表現方法を理解

する。 

ｃ： 

・積極的に話し言葉と書き言葉の違いを理

解し、学習課題に沿って話し合おうとし

定期考査 

学習プリン

ト 

定期考査 

パフォーマンス課題 

学習プリン

ト 

振返りシー

ト 

パフォーマンス課題 

学習プリン

ト 

授業態度 
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［教材］ 

「物語」としての伝統 

西江雅之 

接続表現と見解の根拠 

ている。 

・積極的に場の状況に応じて言葉遣いを選

び、学習課題に沿って使おうとしてい

る。 

・積極的に婉曲的な表現を用い、学習課題

に沿って使おうとしている。 

・積極的に伝わりやすい表現を考え、学習

課題に沿って説明や発表をしようとし

ている。 

表現力を身に付ける 
ａ： 

・接続表現の働きを理解する。 

ｂ[話/聞]： 

・相手・目的・場面に応じた言葉遣いを理

解する。 

・相手により伝わりやすい表現方法を理解

する。 

ｃ： 

・積極的に話し言葉と書き言葉の違いを理

解し、学習課題に沿って話し合おうとし

ている。 

・積極的に場の状況に応じて言葉遣いを選

び、学習課題に沿って使おうとしてい

る。 

・積極的に婉曲的な表現を用い、学習課題

に沿って使おうとしている。 

・積極的に伝わりやすい表現を考え、学習

課題に沿って説明や発表をしようとし

ている。 

ａ： 

・表記・表現の基本ルールを実践する。 

定期考査 

学習プリン

ト 

学習プリン

ト 

定期考査 

パフォーマンス課題 

学習プリン

ト 

定期考査 

パフォーマンス課題 

学習プリン

ト 

振返りシー

ト 

パフォーマンス課題 

学習プリン

ト 

授業態度 

振返りシー

ト 

パフォーマンス課題 

学習プリン

ト 

授業態度 

［教材］ 

書き方の基礎レッスン 

実用的な通信文の書き方 
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２

学

期 

・比喩などの表現技法を改めて振り返る。 

ｂ[書]： 

・実用的な手紙文よりも改まったメールと

手紙を書き分けることで特徴をつかむ。 

・相手に情報を適切に伝える文章の書き方

を習得する。 

ｃ： 

・進んで表記・表現の基本ルールを実践し、

正確で分かりやすい文を書こうとして

いる。 

・学習の見通しをもって接続表現の種類や

用法を理解し、表現の特徴をつかもうと

している。 

・効果的に書くための方法を積極的に理

解し、表現の工夫を身につけようとして

いる。 

・教科書の例を参考に、説明や表現の仕方

を工夫して、積極的に通信文を書こうと

している。 

・書いた手紙文を進んで批評し合い、批評

を踏まえて文章の構成・展開や表現を工

夫しようとしている。 

論理的思考を育む 
ａ： 

・表記・表現の基本ルールを実践する。 

・比喩などの表現技法を改めて振り返る。 

ｂ[書]： 

・実用的な手紙文よりも改まったメールと

手紙を書き分けることで特徴をつかむ。 

・相手に情報を適切に伝える文章の書き方

を習得する。 

ｃ： 

・進んで表記・表現の基本ルールを実践し、

正確で分かりやすい文を書こうとして

いる。 

・学習の見通しをもって接続表現の種類や

用法を理解し、表現の特徴をつかもうと

している。 

・効果的に書くための方法を積極的に理

解し、表現の工夫を身につけようとして

いる。 

学習プリン

ト 

定期考査 

小テスト 

学習プリン

ト 

定期考査 

パフォーマンス課題 

学習プリン

ト 

定期考査 

学習プリン

ト 

発問評価 

振返りシー

ト 

パフォーマンス課題 

学習プリン

ト 

授業態度 

振返りシー

ト 

パフォーマンス課題 

学習プリン

ト 

授業態度 

［教材］ 

ロボットは心を持つか 

黒崎 政男（AI・人間） 
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・教科書の例を参考に、説明や表現の仕方

を工夫して、積極的に通信文を書こうと

している。 

・書いた手紙文を進んで批評し合い、批評

を踏まえて文章の構成・展開や表現を工

夫しようとしている。 

ａ： 

・主張と論拠、個別と一般化など、情報と

情報との関係を理解する。 

ｂ[書]： 

・文章を分析的に読み、具体例を多用した

論理の展開について理解する。 

・文章に含まれている情報を相互に関係づ

けながら、文章の構成や論理の展開を的

確に捉え、要旨を把握する。 

・事柄が的確に伝わるように、表現のしか

たを工夫する。 

ｃ： 

・具体例を示しながら展開する評論を粘り

強く読み、学習課題に沿って論理の展開

を分析しようとしている。 

・論理の展開を粘り強く分析し、今までの

学習を生かして筆者の主張をまとめよ

うとしている。 

作品主題に関する思考 
ａ： 

・主張と論拠、個別と一般化など、情報と

情報との関係を理解する。 

ｂ[書]： 

・文章を分析的に読み、具体例を多用した

論理の展開について理解する。 

・文章に含まれている情報を相互に関係づ

けながら、文章の構成や論理の展開を的

確に捉え、要旨を把握する。 

・事柄が的確に伝わるように、表現のしか

たを工夫する。 

ｃ： 

・具体例を示しながら展開する評論を粘り

強く読み、学習課題に沿って論理の展開

を分析しようとしている。 

・論理の展開を粘り強く分析し、今までの

定期考査 

小テスト 

学習プリン

ト 

定期考査 

小テスト 

学習プリン

ト 

定期考査 

学習プリン

ト 

発問評価 

定期考査 

学習プリン

ト 

発問評価 

振返りシー

ト 

パフォーマンス課題 

学習プリン

ト 

授業態度 

振返りシー

ト 

パフォーマンス課題 

学習プリン

ト 

授業態度 

［教材］ 

そもそも心とは何か 

石黒 浩（AI・人間） 
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学習を生かして筆者の主張をまとめよ

うとしている。 

ａ： 

・人工知能を通して人間を考える。 

・常用漢字を文や文章の中で活用する。 

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 

・文章の効果的な接続のしかたを理解す

る。 

・主張と論拠、個別と一般化など、情報と

情報との関係を理解する。 

・読書の意義と効用を理解する。 

ｂ[読]： 

・芸術とは何か。人間的とは何か。を哲学

的な文章から人間の奥深さへつなげる。 

・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、

要旨を把握する。 

・文章に含まれている情報を相互に関係づ

けながら、内容を解釈する。 

・自分の考えや事柄が的確に伝わるよう

に、説明の仕方を工夫する。 

・言語について述べた文章を読み、自分の

意見や考えを論述する。 

・調べたことを整理して、説明資料にまと

める。 

ｃ： 

・具体例を示しながら展開する評論を粘り

強く読み、学習課題に沿って整理しよう

としている。 

・筆者の主張に従って具体例を言葉で定義

し、表現の仕方を工夫して説明しようと

している。 

・言葉が認識や思考を支えることについ

て、他のテキストと進んで読み合わせ、

説明の仕方を工夫して、理解したことを

報告しようとしている。 

表現力を身に付ける 
ａ： 

・人工知能を通して人間を考える。 

・常用漢字を文や文章の中で活用する。 

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 

・文章の効果的な接続のしかたを理解す

定期考査 

小テスト 

学習プリン

ト 

小テスト 

定期考査 

学習プリン

ト 

発問評価 

パフォーマンス課題 

振返りシー

ト 

パフォーマンス課題 

学習プリン

ト 

［教材］ 

行動としての話し言葉 

竹内敏晴（演劇・身体） 
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る。 

・主張と論拠、個別と一般化など、情報と

情報との関係を理解する。 

・読書の意義と効用を理解する。 

ｂ[読]： 

・芸術とは何か。人間的とは何か。を哲学

的な文章から人間の奥深さへつなげる。 

・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、

要旨を把握する。 

・文章に含まれている情報を相互に関係づ

けながら、内容を解釈する。 

・自分の考えや事柄が的確に伝わるよう

に、説明の仕方を工夫する。 

・言語について述べた文章を読み、自分の

意見や考えを論述する。 

・調べたことを整理して、説明資料にまと

める。 

ｃ： 

・具体例を示しながら展開する評論を粘り

強く読み、学習課題に沿って整理しよう

としている。 

・筆者の主張に従って具体例を言葉で定義

し、表現の仕方を工夫して説明しようと

している。 

・言葉が認識や思考を支えることについ

て、他のテキストと進んで読み合わ

せ、説明の仕方を工夫して、理解した

ことを報告しようとしている。 

ａ： 

・論理的に表現するための、主張と理由の

関係性や妥当性について理解する。 

ｂ[話/聞]： 

・「話し言葉」という表現のしかたについ

て理解する。 

ｃ： 

・進んで主張と根拠と理由付けの関係性

を理解し、学習課題に沿って話し合っ

たりしようとしている。 

学習プリン

ト 

学習プリン

ト 

授業態度 

振返りシー

ト 

パフォーマンス課題 

学習プリン

ト 

授業態度 

 
ａ： 

小テスト パフォーマンス課題 振返りシー



※令和４年度以降入学生用 

 ・論理的に表現するための、主張と理由の

関係性や妥当性について理解する。 

ｂ[話/聞]： 

・「話し言葉」という表現のしかたについ

て理解する。 

ｃ： 

・進んで主張と根拠と理由付けの関係性

を理解し、学習課題に沿って話し合っ

たりしようとしている。 

学習プリン

ト 

学習プリン

ト 

ト 

パフォーマンス課題 

学習プリン

ト 

授業態度 

 

 

 

 

 

作品主題に対する思考 
ａ： 

・常用漢字を文や文章の中で活用する。 

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 

・主張と論拠、個別と一般化など、情報と

情報との関係を理解する。 

・読書の意義と効用を理解する。 

ｂ[読]： 

・変身に立ち会う人の情動と、そのような

心情の動きが生じる理由を考察する。 

・変身に対する「恐れ」のイメージについ

て筆者の考えを読み解く。 

・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、

要旨を把握する。 

・文章に含まれている情報を相互に関係づ

けながら、内容を解釈する。 

・自分の考えや事柄が的確に伝わるよう

に、説明の仕方を工夫する。 

ｃ： 

・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉

え、学習課題に沿ってまとめようとして

いる。 

・個別の情報をどのように一般化している

かを進んで捉え、学習課題に沿って説明

しようとしている。 

・心情の動きを把握し、説明しようとし

ている。 

・実際に教材を読んで「変身」における 

様々なイメージを説明できる。 

定期考査 

小テスト 

学習プリン

ト 

定期考査 

学習プリン

ト 

発問評価 

振返りシー

ト 

パフォーマンス課題 

学習プリン

ト 

授業態度 

［教材］ 

変身に伴う快楽と恐れ 

―「山月記」を通じて― 

宮原浩二郎（文学と人間） 

近代小説四選「山月記」 



※令和４年度以降入学生用 

論理的思考を育む 
ａ： 

・主張と論拠、個別と一般化、推論な

ど、情報と情報との関係を理解する。 

・政治やメディアなどいままでに触れた

ことのない分野に足を踏み入れ理解す

る。 

ｂ[書]： 

・文章に含まれている情報を相互に関係

づけながら、文章の構成や論理の展開

を的確に捉え、要旨を把握する。 

・事柄が的確に伝わるように、表現のし

かたを工夫する。 

ｃ： 

・事実と意見を区別して粘り強く評論を

読み、学習課題に沿って論理の展開を

分析しようとしている。 

・論理の展開を粘り強く分析し、今まで

の学習を生かして要旨をまとめようと

している。 

・二つの文章を読み解き、比較を意識さ

せる。 

定期考査 

小テスト 

学習プリン

ト 

定期考査 

学習プリン

ト 

発問評価 

振返りシー

ト 

パフォーマンス課題 

学習プリン

ト 

授業態度 

［教材］ 

権力にまつわる「秘密」 

萱野稔人（対比構造） 

メディアと民主化 

佐藤卓己（主要な見解） 

 

 

 

 

 

 

３

学

期 

作品主題に対する思考 
ａ： 

・常用漢字を文や文章の中で活用する。 

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 

・主張と論拠、個別と一般化など、情報と

情報との関係を理解する。 

・読書の意義と効用を理解する。 

ｂ[読]： 

・「である」ことと「する」ことについて、 

この二つの論理がそれぞれどういうもの 

か理解する 

・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、

要旨を把握する。 

・文章に含まれている情報を相互に関係づ

けながら、内容を解釈する。 

・自分の考えや事柄が的確に伝わるよう

定期考査 

小テスト 

学習プリン

ト 

定期考査 

学習プリン

ト 

発問評価 

振返りシー

ト 

パフォーマンス課題 

学習プリン

ト 

授業態度 

［教材］ 

「である」ことと「する」こと 

丸山真男（社会・近代） 



※令和４年度以降入学生用 

に、根拠の示し方や説明のしかたを工夫

する。 

ｃ： 

・内容や構成について叙述を基に捉え、学

習課題に従って要旨をまとめようとし

ている。 

・既習の評論と粘り強く読み比べ、共通

点を説明しようとしている。 

自己表現の完成 
ａ： 

ｂ[書]： 

・小論文についておさらいをする。 

・自分の知識の中から根拠を導き出せるよ

うになる。 

・小論文の書き方を理解し、実践し、評価

する。 

ｃ： 

・教科書の例を参考に、説明や表現の仕方

を工夫して、積極的に小論文を書こうと

している。 

・目的に応じてテーマを決め、集めた情報

の妥当性や信頼性を粘り強く吟味しよ

うとしている。 

・書いた小論文を進んで批評し合い、批

評を踏まえて論理の展開や表現の仕方

を工夫しようとしている。 

 パフォーマンス課題 

学習プリン

ト 

振返りシー

ト 

パフォーマンス課題 

学習プリン

ト 

授業態度 

［教材］ 

知的創造のために 

「書く」ことへの挑戦 

小論文を書く 

 

 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

・話すこと／聞くこと …  （３０）時間 

・書くこと      …  （４０）時間 

・読むこと      …  （６０）時間 

 

 


